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ブロックACK
ブロックACKはフレームの受信を確認するACKを一括で行う技術で、最大64Kバ
イトのデータに対してまとめて1回のACKを返す事によって待ち時間を短縮し転送
速度を向上させる事が可能です。

また、IEEE 802.11nは IEEE 802.11a、IEEE 802.11b、IEEE 802.11gとの互換性を保
つために3つのモードが定義されています。

表1.4.3　IEEE 802.11nの3つのモード

モード 対応可能規格 解説

レガシーモード
（Legacy Mode）

IEEE 802.11a
IEEE 802.11b
IEEE 802.11g
IEEE 802.11n

レガシーモードでは他の通信規格との
互換性が担保され相互接続が可能だ
が、IEEE 802.11nの高速通信は実現でき
ない

ミックスモード
（Mixed Mode）

IEEE 802.11a
IEEE 802.11g
IEEE 802.11n

IEEE 802.11nのフレームの先頭に IEEE 
802.1a/gのプリアンブルを付加する事
で、IEEE 802.11a/gとの混在通信が可能
になる
しかし IEEE 802.11nからしてみればプリ
アンブルが付加する事によってデータ量
が増加してしまう

グリーンフィールドモード
（Greenfield Mode） IEEE 802.11g

IEEE 802.11nクライアントのみで動作す
るモードで、IEEE 802.11n本来の接続速
度を実現する事ができる




